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填補賠償

填補 賠償

抑止的付加金

填補 賠償填補 賠償

抑止 付加金
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抑止的付加金

不法行為法

付加金法

経済活動

• 他人の遊んでいる土地を駐車場にして売上を• 他人の遊んでいる土地を駐車場にして売上を
得る

• 使用されていない特許を利用して製品を作る

• 他人の名誉やプライバシーにかかわる記事を
掲載した週刊誌を販売する
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フリーライド型・利益追求型

他人の土地所有権を侵害して使用利益を取得する

海賊版タイプ （他人の特許の無断利用）

マスメディア・タイプ （名誉・プライバシー）

行為の選択

断念交渉不可能

合法

契約締結交渉

選択不可の領域
違法違法
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経済力のある主体

• 仮に、損害賠償請求がなされたとすれば、どのく
らいの賠償額になるか

• 計算上、賠償額を充分上回る利益が見込まれる

必ず 訴えられるとは限らない• 必ず、訴えられるとは限らない

• 交渉にかける時間と費用もバカにならない

違法行為という選択肢

断念交渉不可能

合法

契約締結交渉

違法 実行

交渉コストなし
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行為の選択

交渉費用がかかり
契約もできず

合法

契約締結交渉

断念交渉不可能

交渉コストなし

交渉費用がかかり
使用料もかかる

違法 実行
交渉コストなし

交渉費用ゼロ
使用料ゼロ
訴訟リスクあり

誰が金額を決めるか

選択

権利者が決める契約締結
対価

移行

裁判所が決める権利侵害

損害額

填補賠償が限度
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違法行為（権利侵害行為）

• 必ずしも、「違法行為は割に合わない」とは、
限らない！

付加金法（仮）

• 不法行為に基づく損害賠償責任を負う者が、不
法行為のとき 次の各号のいずれかに該当する法行為のとき、次の各号のいずれかに該当する
場合、実損害額の3倍までの付加金を課すること
ができる。
1. 当該不法行為が、裁判所の判決、決定、命令に違

反するものであることにつき、行為者が故意と認め
られる場合

当該 法行為が 第 者 生命 身体を害する と2. 当該不法行為が、第三者の生命、身体を害すること
につき、行為者が故意と認められる場合

3. 当該不法行為が、第三者の憲法上保障された権利
を害することにつき、行為者が故意と認められる場
合
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割に合う違法行為を抑制しよう

割に合う権利侵害割に合う権利侵害

権利侵害は割に合わない


